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１．はじめに 

 

 関東大震災時に起こった朝鮮人虐殺の経緯、経過と実態の解明については、

姜徳相氏の一連の研究に負うところが大きい。その集大成として編まれた『関

東大震災』（中公新書、1975 年、その後増補改訂等がなされている（1））は、

概説書の形式を取りながらも今なお関東大震災時の朝鮮人虐殺を知るための

必読研究書である。また、姜徳相・琴秉洞編『現代史資料 6 関東大震災と

朝鮮人』（みすず書房、1963 年）、朝鮮大学校編『関東大震災における朝鮮人

虐殺の真相と実態―朝鮮に関する研究資料 第 9 集』の 2 つの史料集は、研

究を行なう上で最も基本となる史料集である。以後、琴秉洞編『関東大震災

朝鮮人虐殺問題関係史料Ⅰ～Ⅳ』（1～4）のシリーズ（2）、平形千惠子、大竹

米子編集『関東大震災政府陸海軍関係史料 Ⅰ巻 政府・戒厳令関係史料』、

田崎公司、坂本昇編集『同 Ⅱ巻 陸軍関係史料』、田中正敬、逢坂英明編集

『同 Ⅲ巻 海軍関係史料』（全て松尾章一監修、日本経済評論社、1997 年）、

山田昭次偏『関東大震災朝鮮人虐殺問題関係史料Ⅴ―朝鮮人虐殺関連新聞報

道史料』（1～4、別巻、緑蔭書房、2004 年）等の史料集が刊行されてきた。 

 
（1）『[新版] 関東大震災・虐殺の記憶』（青丘文化社、2003 年）、『新装版 関東大震

災』（新幹社、2020 年）。 

（2）緑蔭書房より『関東大震災朝鮮人虐殺問題関係史料Ⅰ―朝鮮人虐殺関連児童証言

史料』（1989 年）、『同Ⅱ―朝鮮人虐殺関連官庁史料』（1991 年）、『同Ⅲ―朝鮮人虐殺に

関する知識人の反応』（2 巻組、1996 年）、『同Ⅳ―朝鮮人虐殺に関する植民地朝鮮の反

応』（1996 年）を出版。 



〔 164 〕 

 一方、同じく関東大震災を契機として引き起こされた中国人虐殺関連につ

いては、今井清一「大島町事件・王希天事件と日本政府の対応」（藤原彰・松

尾尊兊編『論集 現代史』（筑摩書房、1976 年、後に『関東大震災と中国人

虐殺事件』朔北社、2020 年、所収）や田原洋『関東大震災と王希天事件―も

うひとつの虐殺秘史』（三一書房、1982 年）、仁木ふみ子『震災下の中国人虐

殺―中国人労働者と王希天はなぜ殺されたか』（青木書店、1993 年）等を嚆

矢として研究が進められてきた。史料集としては、今井清一監修、仁木ふみ

子編『史料集―関東大震災下の中国人虐殺事件』（明石書店、2008 年）が刊

行され、中華民国政府における調査史料の分析も進んでいる（小笠原強・宮

川英一「関東大震災時の中国人虐殺資料を読む」（3）のシリーズ）。 

 虐殺が起こった各地域でも、これまで関係史料の発掘と、地域の市民によ

る目撃者、体験者への聞き書き等の調査により、真相究明が進んできた（4）。

本稿が対象とする東京市および東京府では、旧四ツ木橋（現在の八広駅近く）

周辺における官民による虐殺事件の聞き書きを中心に、東京の東部地域（旧

南葛飾郡とその周辺）や韓国での調査を行なった、関東大震災時に虐殺され

た朝鮮人の遺骨を発掘し追悼する会編『風よ鳳仙花の歌をはこべ―関東大震

災・朝鮮人虐殺から 70 年』（教育史料出版会、1992 年、後に増補新版を刊行）

がその代表例である（5）。地域での真相究明と同時に、関東大震災時の虐殺の

犠牲者の追悼も活動の一環として行なわれている（6）。 

 
（3）小笠原強・宮川英一「関東大震災時の中国人虐殺資料を読む（1）～（5）―中央

研究院近代史研究所所蔵『日本震災惨殺華僑案』」（『専修史学』（58、61、63、65、67、

2015～2019 年）。併せて、小笠原強「関東大震災下の中国人虐殺と『日本震災惨殺華僑

案』」（『同』64、2018 年）を参照。 

（4）以上の先行研究の整理については、拙稿「関東大震災時の朝鮮人虐殺と地域にお

ける追悼・調査の活動と現状」（『大原社会問題研究所雑誌』669、2014 年）を参照。 

（5）この他東京で調査研究を行なった成果として、日朝協会豊島支部編『民族の棘―

関東大震災と朝鮮人虐殺の記録』（日朝協会豊島支部、1973 年）、九・一関東大震災朝

鮮人虐殺事件を考える会編『抗はぬ朝鮮人に打ち落とす鳶口の血に夕陽照りにき―

九・一関東大震災朝鮮人虐殺事件六〇周年に際して』（同会、1983 年）がある。丸浜昭

氏は世田谷区烏山の朝鮮人殺傷事件の真相究明を行ってきた。成果として、同「生徒

と調べた関東大震災時の烏山における朝鮮人虐殺事件」（『東京の歴史教育』14、1984

年）、同「自治体史のなかの朝鮮人殺害事件―東京を事例として」（『歴史評論』521、

1993 年）がある。 

（6）東京に限定しても、毎年 9 月に朝鮮人虐殺犠牲者については横網町公園の東京都
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 その一方で、東京に限っても関東大震災時の虐殺の実態が明らかになって

いない地域がある。また、中国人や日本人の虐殺については別個に研究され

てきたために、こうした事件も含めてトータルに虐殺の様相を知ることが困

難である。虐殺事件の周辺で身体的、精神的に深い傷を負ったものの、まさ

しく「運よく」死を免れた人びとについても明らかにする必要がある。 

 以上のことを踏まえて、本稿では東京の各地域における様々な「人災」に

ついての情報を集積することを課題としたい。以下、本稿では虐殺、傷害事

件を一括して「殺傷事件」と呼ぶこととする。 

 山田昭次氏が指摘するように虐殺の実態は国家権力により隠蔽され、被害

の調査、加害者の検挙や責任者の処罰は徹底されなかった。そのことが事件

の記録の欠如や事実がゆがめられることにもつながった（7）。虐殺の実態を直

接目撃し体験した人々も亡くなり、新たに直接の体験者の証言を聞き書きし

たり映像化する（8）ことは、もはや不可能な時代になってしまった。 

 しかしながら他方で筆者は、各地域の虐殺についてより詳しく知り得る余

地はあると考えている。それは、民間人による回想や日記などの記録を利用

することである（以下、「民間記録」と略す）。 

 調査が進んだ地域を除いて、これまでの研究では公文書に依拠する傾向が

強かった。だが、近年画期的な史料集が刊行された。それは『風よ鳳仙花の

歌をはこべ』の調査に加わった西崎雅夫氏が、東京における虐殺の回想や証

言を収集し纏めた『関東大震災朝鮮人虐殺の記録―東京地区別 1100 の証言』

（現代書館、2016 年）である。西崎氏は前述の『風よ鳳仙花の歌をはこべ』

 
慰霊堂脇と虐殺現場であった旧四ツ木橋近くの荒川河川敷で、中国人虐殺犠牲者につ

いては東大島で、亀戸事件犠牲者については亀戸の赤門浄心寺で、それぞれ追悼式が

行なわれている。 

（7）山田昭次『関東大震災時の朝鮮人虐殺―その国家責任と民衆責任』（創史社、2003

年）第 3 章と第 6 章、同『関東大震災時の朝鮮人虐殺とその後―虐殺の国家責任と民

衆責任』（創史社、2011 年）第 2 章。 

（8）各地域で進められてきた被害者の追悼と虐殺の調査については、田中正敬・専修

大学関東大震災史研究会編『地域に学ぶ関東大震災―千葉県における朝鮮人虐殺 そ

の解明・追悼はいかになされたか』（日本経済評論社、2012 年）を参照。また、貴重な

映像記録として、呉充功監督作品『隠された爪跡―関東大震災と朝鮮人虐殺』（1983

年）、『払い下げられた朝鮮人―関東大震災と習志野収容所』（1986 年）の二つが挙げら

れる。 
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のメンバーの一人であり、その後も東京中の公共図書館を巡って、現在の東

京都の範囲内における震災時の流言や虐殺について書かれた記録を収集・整

理してきた。本書はかかる一連の取り組みを収録した労作である。もう一つ、

筆者が考える本書の価値は、収録対象が朝鮮人にとどまらず中国人や日本人

の殺傷事件に亘っていることである。 

 そこで本稿では、朝鮮人、中国人、日本人に対する流言や殺傷事件につい

て、これまで発掘され史料集等に収録されてきた公文書の記録と、西崎氏の

仕事により収集された民間記録を一覧表にして比較対照できる材料を提示す

ることとしたい。対象とする地域は、東京市、東京府の範囲とし、一覧表に

収録するデータは基本的に前述の史料集所収のものおよび若干の補充に限定

する。 

 本稿末に、主として公文書を［表 1］に、民間記録を［表 2］に纏めた。こ

れは史料について概要を記したもので、地名や内容について省略がある。ま

た、筆者の取捨選択、区分や要約が妥当なものか、データに見落としや誤り

がないかどうかについては、当然問題となり得るところである。そのため今

回表に収録したデータは、なるべく公共図書館等において閲覧可能で検証し

やすいものにとどめた。なお、中国人や日本人の殺傷事件については筆者の

準備不足によりいまだ不十分なものにとどまっている。また、この一覧表は

あくまで概要を記したもので、省略部分があることも申し述べておきたい。 

 したがって、読者におかれてはこの一覧表をそのまま利用するのではなく、

ぜひデータ元の史料集等を併せて参照されたい。筆者はこの一覧表を作成す

る過程で流言発生の様相とその原因、これまで詳しく論じられてこなかった

地域での虐殺事件について、別稿において若干の考察をしたので、あわせて

ご一読いただきたい（9）。 

 この作業を通じて、具体的には次の三点を明らかにしたい。第一に、公文

書と民間記録それぞれの史料の性格について確認する。第二に、表から東京

府における各地域のどこで被害が起こったのかを纏める。第三に、一連の表

 
（9）伊藤俊介・小川原宏幸・愼蒼宇編『「下から」歴史像を再考する―全体性構築の

ための東アジア近現代史』（有志舎、2021 年）に「東京における関東大震災時の流言と

朝鮮人虐殺―公文書と民間記録の対照から」という表題で掲載する予定である。 



関東大震災時の朝鮮人、中国人、日本人流言・殺傷事件についての公文書と民間記録―東京の記録から 

〔 167 〕 

から読み取り得る事件の概要、被害者、加害者のデータについての比較検討

を通じて若干の考察を試みたい。 

 次章では、公文書と民間記録それぞれをもとに作成した表について解説す

るとともに、その特徴について述べることとしたい。史料上の用語として「鮮

人」「支那人」などの差別用語を使わざるを得ない記述があることをお断りし

ておく。 

 

２．表に見る公文書と民間記録の特徴 

 

（1）［表 1］について 

 まず、文末に掲げる［表 1］、［表 2］について説明する。［表 1］、［表 2］の

表には、それぞれ 201 番、537 番までの史料番号が振られている。このうち

［表 1］は公文書およびこれに準ずると評価した史料をもとに作成したもの

である。左から便宜上それぞれの史料データに番号を振った「史料 No.」欄、

「原典・頁」欄（頁は原則として該当する記述が含まれた文書の先頭部分で、

該当部分の頁とは限らない）がある。なお、「史料 No.」欄の左側には史料集

等の記号（み、新別、等）、右側には公文書の場合には「公」の字を付してい

る。 

 ついで「月日」、「時間」、「地域」と続く。その隣の「区分」欄では、原史

料の記述を、流言、迫害、検束、傷害、殺害、殺害などに分けている。「迫害」

という用語は、基本的に原史料の表記に従ったものである。傷害や殺害に限

らず検束や迫害の中にも殺傷の事例が含まれているのではないかと推測され

るが、具体的な内容をこの記述からは明らかにできない。「被害者・対象者」

欄には流言の対象となった人びと（ほぼ朝鮮人）や証言者の名前を記した。

続いて「加害者・関係者」欄（記述の内容から推測したものを含む）、「内容」

欄となっている。 

 データの並び順は［表 1］と［表 2］の表記を揃えるために、［表 2］と同

様に現在の東京都の行政区分に従い配列しており、本文でも現在の区、市の

名称を使うこととする。原史料に書かれている当時の地名は、「地域」欄に記

載しておいた。 
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 ［表 1］のデータについては、前掲『現代史資料』（表中の「原典・頁」欄

に「み」と表記）、前掲『関東大震災政府陸海軍関係史料』Ⅱ巻、Ⅲ巻（同欄

に「経②」「経③」と表記）の各史料集所収の公文書をもとにしている。また、

東京市『東京震災録』（前輯、1926 年）中の「陸軍省及陸軍の活動」（同欄に

「市」と表記）、前掲「関東大震災時の中国人虐殺資料を読む（3）」（同欄に

「専」と表記）、吉河光貞『関東大震災の治安回顧』（昭和二十四年九月特別

審査局資料第一輯（禁転載）、法務府特別審査局、1949 年、同欄に「吉」と

表記）からもデータを補充している。 

 前掲『朝鮮人虐殺関連新聞報道史料』別巻（同欄に「新別」と表記）は当

時の民衆による殺傷事件（以下、「自警団事件」と総称）のうち、容疑者の逮

捕、予審、裁判の判決について新聞で報道されたものを一覧にしたものであ

る。情報源は公文書そのものではなく新聞記事であるが、東京の自警団事件

における裁判記録そのものはほとんど見ることができないために（10）、次善

の策としてこれ公的な記録に準ずるものとしてここに組み込んだ。なお、後

述する表 2 の民間記録のデータの中にも新聞記事が含まれており、一部が表

1 のデータと重複している（表 2 の新聞記事は「原典・頁」欄の右に「新」

と記している）。 

 上を纏めると、「原典・頁」欄の記号は、左側に出典、中の数字が頁数、右

にある「公」は筆者が公文書、もしくは公文書に準ずるものと判断したこと

を示している。たとえば［表 1］冒頭の「み 135 公」というのは、みすず書

房の『現代史資料』の 135 頁で公文書と判断したという意味である。その他

の記号については表の備考欄を参照されたい。 

 次に、データの原史料について紹介する（以下、史料集の表題をそのまま

記す）。 

 『現代史資料』より収録したデータのうち、「み 39 公～み 62 公」は警視庁

 
（10）その少数の例外として、山田昭次編『関東大震災朝鮮人虐殺裁判資料』（1 埼玉

県関係・2 群馬県関係、緑蔭書房、2014 年）がある。また、藤野裕子「関東大震災時

の朝鮮人虐殺と向き合う―災害時の公権力と共同性をめぐって」（歴史学研究会編『震

災・核災害の時代と歴史学』青木書店、2012 年、のちに同『都市と暴動の民衆史―東

京・1905―1923 年』有志舎、2015 年、所収の第八章「朝鮮人虐殺の論理」）は、表 1

史料 No.11、12 の事件の裁判記録に基いた分析を行なっている。 
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編『大正大震火災誌』（1925 年）、「み 115 公～118 公」は「海軍省法務局文書」、

「み 119 公」は『東京震災録』前輯（1926 年）、「み 128 公～み 137 公」は『東

京震災録』別輯（1927 年）、「み 256 公」は「日本政府震災朝鮮人関係文書」、

「み 428 公～み 449 公」は『震災後に於ける刑事事犯及之に関連する事項調

査書 秘』（後藤新平文書）、「み 465」は『法律新聞』である。 

 『関東大震災政府陸海軍関係史料』Ⅱ巻より収録したデータのうち、「経②

6 公」は『秘 関東戒厳司令部詳報 第 1 巻』、「経②160 公～165 公」は「震

災警備ノ為兵器ヲ使用セル事件調査表」（『同 第 3 巻』所収）、「経②704 公」

は九月五日午後九時於近衛師団司令部 北警備区司令官 近衛師団長、戒厳

司令官宛「報告」が原史料である。 

 『関東大震災政府陸海軍関係史料』Ⅲ巻からは、「経③103 公」の「極秘 海

軍省法務局「不逞鮮人ヨリ穫タル暴行用約束符号」」、「経③104 公」の史料

No.33 は「「不逞鮮人ニ関スル件」大正十二年九月二日午後八時 膠州特務艦

長 藤吉朘」、史料 No.86 は「極秘 海軍省法務局」という史料を収録した。

「経③105 公～114 公」は編者により「赤羽火薬廠爆薬部関連史料」（滝野川

の海軍火薬廠爆薬部の報告）として纏められた史料群である。「新別 264～322」

は『朝鮮人虐殺関連新聞報道史料』（別巻）における裁判等についての整理を

参照したものである。 

 中国人虐殺、日本人虐殺については、基本的には上述の史料集等に記載さ

れたものを参照するにとどまっている。上記に含まれていない中国人傷害事

件「専 128 中」（「中」は中国で作成されたことを表わす）は、「関東大震災時

の中国人虐殺資料を読む（3）」所収の中華民国北京政府外交部文書、『日本震

災惨殺華僑案』第四冊を参照したものである。 

 最後に、前掲、吉河光貞『関東大震災の治安回顧』（昭和二十四年九月特別

審査局資料第一輯（禁転載）、法務府特別審査局、1949 年）について説明す

る。本書は関東大震災時の流言・虐殺に関する原史料に基づいて書かれたも

のである。いま、筆者の手元にあるものには「部外秘」のシールが貼られて

おり、タイトルからも一般向けに刊行されたものでないことは明白である。

筆者はリヒャルト・ゾルゲの取調べを行なった検察官として知られる人物で

あるが、彼は本書の目的を、「司法研究所研究員として、この関東大震災の治
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安状況とこれに対する対策、措置等について、若干の研究を纏めた」ものと

している。要するに、震災下での治安対策を検証し、これを敗戦後における

取締りの参考に供するために作成されたものである。この点において上記の

史料集とは異なり、「調査研究」の類と位置づけられる。本書で参照された裁

判記録、司法大臣官房秘書課が保管していた『大正十二年震災に伴ふ犯罪事

件』、企画院官房調査課、東京市政特別図書館所蔵史料が「戦災で烏有に帰

し」（11）たとされるなかで、原史料ではないけれども人災について知るための

重要な手がかりであることは間違いない。一方人名等は一部しか記載されず、

亀戸事件等の例外はあるものの官憲の犯罪には例外を除き触れられていない。 

 次に［表 1］に見られる特徴について概観する。ここに纏めたデータから、

既知に属することがらを含めて次の点を概要として指摘しておく。 

 第一に、公文書に挙げられたデータは日時や場所が比較的明瞭に記されて

いる。ただし、誤植や隠蔽、虚偽が含まれていることには注意せねばならな

い。 

 ［表 1］に記載したのは流言、殺傷事件についての記録であるが、これを

日付順に並べると 9 月 1 日が 9 件、2 日が 87 件、3 日が 68 件、4 日が 21 件、

5 日が 11 件、その後は全て 1 件ずつである。このことから、2 日、3 日にお

ける流言や殺傷事件についての記録の際だった多さを指摘できる（殺傷事件

の規模の問題は省いている）。 

 第二に、軍隊や警察による殺害については、ほとんど全てが内部史料、と

りわけ秘密扱いの文書にしか書かれていないことがわかる。これが書かれて

いるのは、ほぼ前述の「経②160～165 公」の「震災警備ノ為兵器ヲ使用セル

事件調査表」と、「み 428 公～み 449 公」の司法省『震災後に於ける刑事事犯

及之に関連する事項調査書』中の「第十章 軍隊の行為に就て」に留まって

いる（例外あり）。しかも後述するように民間記録との対照からも、これが軍

隊や警察が起こした事件の全てでないことは明らかである。 

 一方、民間人による朝鮮人、中国人、日本人殺害事件については、『震災後

に於ける刑事事犯及之に関連する事項調査書』に表出されている。しかし、

 
（11）同書、「はしがき」より。 
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これも事件を全て記したものとは言い難い。 

 公文書は、記述が杜撰で誤植が見られることも問題である。［表 1］の冒頭

からもわかるように朝鮮人被害者の名前が史料により異なる例は、枚挙に暇

がない（12）。 

 

（2）［表 2］について 

 次に、前掲『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』から作成した［表 2］につい

て説明する。ここに収録したデータには、同書所収の「自伝・日記・郷土資

料」（13）、市民団体による聞き取り調査等で得られた証言、新聞記事が含まれ

ている。これらの多様な史料を「民間記録」と一括するのには躊躇するが、

さしあたりここでは公的な機関やこれに所属していた人間による記述ではな

いもの（一部例外あり）、という意味で使うこととする。 

 ［表 2］は、左から史料番号を振った「史料 No.」、本書での記載頁を表す

「頁」、「地域」、「被害者・対象者」、「加害者・関係者」、「内容」欄で構成さ

れている。「頁」には頭に「西」の字を入れて［表 1］収録の諸史料と区別し

ている。たとえば、冒頭の「西 12」は前掲『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』

の 12 頁にその項目の史料が収録されていることを表している。その下の「西

17 新」は、その原史料が容疑者の逮捕や裁判等の新聞記事であることを表す。

「地域」については、『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』の区分に従っている。 

 『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』には、知識人から市井の人々に至るまで

の多様な記録が収められているが、［表 2］にはその全てを記載しているわけ

ではない。 

 第一に、新聞については若干の例外を除き加害者が検挙されて判決に至る

過程の記事以外は収録していない。周知の通り、新聞には流言をそのまま記

した記事もあり、とりわけ震災直後の記事については史実であるかどうかの

検証が必要となる。新聞記事の取り扱いについては今後の課題としたい。 

 
（12）こうした曖昧さについて姜徳相氏は、あいまいな記述は殺害をごまかす意図が

あったこと、その前提として「不逞鮮人」なら殺してもよい、という意識が読み取れ

ると指摘している（前掲『虐殺の記憶』107 頁）。 

（13）『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』4 頁。 



〔 172 〕 

 第二に、流言についてのみ述べた記録は、いくつかの例外を除いて本表に

は含めなかった。本書に収録されている史料には流言のみに言及した記録も

多く収録されており、これを全て［表 2］に組み込んでしまうと分量が厖大

になってしまうことと、それから流言に関する記述は時間や場所の情報が曖

昧なものが多いためである。ただし、流言と官憲との関わりを示す記述、朝

鮮人や中国人被害者や目撃者の証言や回想については、上記の原則にかかわ

らず収録した。 

 次に、［表 2］に見られる特徴を検討する。 

 震災下の状況で正確に出来事を記録、あるいは記憶するのは困難である。

「内容」欄には日時について確定できる記述は多くない。［表 1］の「月日」

「時間」欄が［表 2］にないのはこのためであり、特定できるものは「内容」

欄に記載している。記録は多岐に亘っており、流言、拘束、殺傷、あるいは

保護といったものが同時に記される場合、あるいは実見ではなく伝聞にとど

まるものも少なくないので、［表 1］のような「区分」欄も設けていない。ま

た、地域が特定できないものについては表 2 には収録していない。 

 以上のように、『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』から［表 2］に収録できな

かった記録があるので、本稿を利用される場合にはぜひ本書を併せて参照さ

れたい。 

 『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』は、「1100 の証言」という表題にあるよ

うに、膨大な記録を所収している。しかし、実際はこの記録以外にも殺傷事

件は起こっていたはずである。「迫害」として纏められてしまったものを含め

て殺傷事件を全て知ることは、残念ながら現状では不可能になってしまった。 

 目撃談を語ることへのためらい、タブーを記すことにより地域から疎外さ

れることへの懸念など、民間記録にはそれが記録されるまでのハードルが存

在する。その記述に「どこからともなく流言が来た」式の婉曲な表現、日時

や場所についての曖昧さや誤りも見受けられる。それでもなお、民間記録に

は公文書とは異なり個々の体験から描き出されるリアリティがあり、流言や

事件をめぐる人と人との関係や行動が記述の中から浮かびあがるのである。 
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３．［表 1］・［表 2］から流言・殺傷事件を確認する 

 

（1）［表 1］・［表 2］に見られる流言の記録 

 殺傷事件を引き起こした流言はいつ、どこで起こっていたのだろうか。9

月 2 日以降には東京のほぼ全域で流言が発生していたことは［表 1］からも

確認できる。 

 一方、9 月 1 日の流言の記録は、公文書を見る限りそれほど多くない。警

視庁では 1 日午後 3 時に朝鮮人と社会主義者についての流言が記録されてい

る（表 1 史料 No.200）。 

 ここで朝鮮人に関わる 9 月 1 日の流言と殺傷事件の記録を［表 1］で確認

してみよう（14）。注記がないものは全て流言である。また、時間や地名は原

則として記録の通り記載している。 

 ［表 1］では、江戸川区 1 件、北区 2 件、墨田区 1 件、中央区 1 件、千代

田区 1 件、豊島区 1 件、港区 1 件の計 8 件が確認できる（15）。なおここでは、

流言の対象が朝鮮人であるかどうか曖昧なもの、地名が不明確なものは省い

ている。 

 一方、［表 2］にはより多くの記録がある。同様に確認すると、荒川区 1 件、

大田区 1 件、北区 1 件、江東区 7 件、品川区 4 件、渋谷区 3 件、新宿区 2 件、

墨田区 20 件、台東区 4 件、中央区 2 件、千代田区 5 件、豊島区 2 件、中野区

1 件、文京区 2 件の、計 55 件である（16）。 

 
（14）註 9 に記した拙稿を脱稿した後にも記録を補充、見直しているので、拙稿と本

稿では若干数値が変わった部分がある。ただし全体の傾向に大きな相違はない。 

（15）江戸川区（午後 8 時、小松川警察署管内、史料 No.24、以下数字は全て史料 No.

を指す）、北区（夜、火薬廠、34）、（午後 4 時、王子警察署管内、42）、墨田区（夜、

柳島元町、126）、中央区（夜中、月島 4 丁目付近での兵士による殺害事件、146）、千

代田区（外神田警察署管内、150）、豊島区（巣鴨警察署管内、161、なお 160 には巣鴨

刑務所の囚人が脱走したとの流言も記録されている）、港区（愛宕警察署管内、184）。 

（16）荒川区（日暮里で殺害、史料 No.29、以下同じ）、大田区（夜、大森で朝鮮人を

交番に「突き出した」、54）、北区（午後、滝野川、248）、江東区（深川門前山本町で

殺害、96）、（夜半、大島、118）、（夕方、亀戸、129）、（晩、亀戸、133）、（夜、柳島橋

で殺害、137）、（晩、旧羅漢寺、153）、（晩、砂町小学校、526）、品川区（夕方 6 時、

大井町で自警団の警戒、177）、（夕方、大井町？、179）、（品川、184）、（夜、品川、制

服の巡査が警戒を呼びかける、187）、渋谷区（夕、196）、（記述から判断すると代々木
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 また、この［表 2］では流言のみについて触れた記録は省いているので、

これを『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』から直接確認してみよう。9 月 1 日

には、足立区 2 件、荒川区 1 件、北区 3 件、江東区 7 件、品川区 4 件、渋谷

区 2 件、新宿区 2 件、墨田区 6 件、世田谷区 2 件、台東区 5 件、中央区 2 件、

千代田区 6 件、豊島区 1 件、練馬区 1 件、文京区 4 件、港区 6 件、目黒区 1

件、その他 1 件の計 57 件の流言があったことが確認できる（17）。 

 
新町、200）、（夜、代々木初台、203）、新宿区（あるいは豊島区か、目白大学と長崎で

自警団が警戒、33）、（角筈、234）、墨田区（夕方、東あずま公園近くで憲兵が扇動し

た殺傷、246）、（夜、小村井、250）、（夜、雨宮ヶ原で殺害、255）、（真夜中、雨宮ヶ原

で殺害、256）、（夜 9 時、請地で加害、257）、（午後、請地で殺害、261）、（夜半、白鬚

橋付近、285）、（夜、寺島？、291）、（夕暮、東向島、292）、（寺島、296）、（夜、寺島、

300）、（夜、旧四ツ木橋で拘束、301）、（夜、玉野井、303）、（晩、荒川土手で殺害、327）、

（夜遅く、荒川土手付近、330）、（夕方、四ツ木橋のたもとで加害、350）、（晩、四ツ

木橋で自警団ができた、354）、（夜、四ツ木橋付近で自警団に拘束、356）、（四つ木近

く？、360）、（夜半、旧四ツ木橋で殺害、361）、台東区（夕刻、浅草周辺、382）、（夜、

浅草公園で自警団が活動、388）、（夜、谷中、417）、（夜、谷中、419）、中央区（夜、

佃島、428）、（午後、銀座通りで朝鮮人を切ったという話、435）、千代田区（夜、麹町

七丁目の市電通りで加害か、213）、（夕方、飯田橋？、442）、（夜、警視庁で官房主事

が朝鮮人むほんの噂を触れ回るよう指示、443）、（夜、宮城前広場、444）、（夜、警視

庁で？官房主事が淀橋、中野、寺島警察署から爆弾投毒の犯人を検挙との情報を得た、

448）、（夜、丸の内の電信隊が男を縛り付けているる場面、449）、豊島区（大塚、457）、

（夜、目白の自宅に警察から警戒情報、464）、中野区（夕刻、上高田、471）、文京区

（真夜中、大塚、475）、（夕方、曙町交番の巡査が警戒を通知、501）。 

（17）足立区（竹の塚、13 頁、以下の数字も頁数）、（夕方、西新井、15、）、荒川区（夜、

三河島、23）、北区（夕暮れ近く、滝野川、75）、（夜、滝野川？、75）、（夜、田端、80）、

江東区（夜、大島 5 丁目、89）、（夜、大島？、93）、（夜、大島町、100）、（夜、亀戸、

104）、（午後 6 時頃、亀戸天神、106）、（夜、中川のへり、108）、（夜、亀戸水神森、108）、

品川区（夕食時、桐ヶ谷、128）、（日暮れ、中延、128）、（午後 3 時頃、中延？、130）、

（夜、戸越公園あたり、130）、渋谷区（夜、諏訪神社近く、161）、（夜、道玄坂、163）、

新宿区（夜、牛込 171）、（夕、下戸塚、184）、墨田区（夕暮れ、東京モスリン吾嬬工場、

208）、（夜、東京モスリン工場、209）、（12 時半頃？、押上橋、212）、（午後 8 時、向島

の桜堤、232）、（夜 10 時、寺島警察署管内墨田交番、235）、（夜中、大畑、245）、世田

谷区（三軒茶屋、266）、（三軒茶屋、268）、台東区（夜中、鶯谷、281）、（午後 7 時、

上野公園、291）、（下谷、295）（午後 6 時、下谷か上野公園、295）、（夕、谷中、304）、

中央区（夜、月島、310）、（夜、浜離宮、311）、千代田区（夜、靖国神社、317）、（夜、

皇居前楠公、317）、（午後 2 時半、日比谷から帰宅途中に新聞社の自動車から流言、318）、

（夜中、宮城前広場、321）、（三菱ヶ原近く？、322）、（晩、日比谷、323）、（夜、二重

橋前、327）、豊島区（池袋？、338）、練馬区（夜、352）、文京区（夕方、小石川小日

向水道町、379）、（夜 12 時頃、丸山福山町、389）、（夜、本郷、390）（夜遅く、本郷西

方町、395）、港区（午後かなり経った頃、麻布市兵衛町、414）、（暗くなって、麻布高
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 以上のように、民間記録では既に 9 月 1 日には 113 件にのぼる流言の記録

がみられる。もちろん証言が全て正確とは限らない。地震の発生と流言とを

時間的に近いものとして認識する傾向もあるかもしれない。しかし、これだ

けの数の証言が広範囲に亘っており、仔細に見ると確度の高いものもあるこ

とから、9 月 1 日の時点で流言は東京の各所に起こっていたと考えるべきで

あろう（18）。地域によっては複数の流言の記録があり、千代田区の皇居前を

始めとして、江東区、墨田区、台東区、文京区、港区の比較的狭い地域内で

流言が多発しているように見える。 

 流言の拡大についての分析は紙幅の限界もあり今後の課題としたいが、官

憲も関わっていることは表に示した内容からも指摘できる。とりわけ皇居前

はその立地条件もあり、警戒は厳しかったと考えられる。記録からは早期か

ら兵士が検問を行っている様子も見て取れる。かかる警戒態勢を見た民衆の

中から、あるいは検閲を行なっていた軍隊や日比谷にあった警視庁からも流

言が発生した可能性は、十分に考えられる（19）。 

 官憲が流言を伝える方法にはいくつかの類型が見られる。［表 2］史料

No.219、486、504 は、警察署や派出所等に朝鮮人に関する流言を張り出して

警戒を呼びかけていたという記録である。同史料 No.187、196、239、291、

464 では、警察官が市中で朝鮮人襲来への警戒を呼びかけている。なかには、

同史料 No.222、486、517 に見られるように、朝鮮人との戦争を想起させる命

令や朝鮮人の「鎮圧」や殺害を許可するような命令も出されている。 

 このように、掲示や呼びかけといった様々な手段を通じて、警察は住民に

朝鮮人警戒への働きかけを行っていたことが各地で確認できる。「亀戸天神公

園で（亀戸警察署の―引用者註）古森警察署長は石油箱の上に立って避難者

や群がる人々を前に、危険な朝鮮人や社会主義者の不逞の輩は全部逮捕する

からみんな協力するようにと演説した」のはその象徴的な事例であろう（同

 
台、416）、（夕方、芝公園近くの岩崎勲邸、419）、（夕方、芝古川橋から麻布十番への

途中、422）、（高輪、426）、（夜、泉岳寺、426）、目黒区（夕方、現・小山台高校付近、

434）、その他（夜、日の出）。 

（18）9 月 1 日における流言の意義については前掲「東京における関東大震災時の流言

と朝鮮人虐殺―公文書と民間記録の対照から」で論じる。 

（19）前掲『関東大震災』の、とりわけ 49 頁以降を参照。 
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史料 No.129、『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』101 頁）。 

 ［表 2］史料 No.522 には、町長が警備を指示したという記録もある。よく

知られているように（20）、9 月 2 日には内務省から埼玉県庁を通じて県下の町

村に対して、在郷軍人会等の組織を挙げて「不逞鮮人」に対処するよう命令

が下されたことが、殺傷事件が県下に起こった大きな要因となった。この記

録は、そうした中央から地方行政官署を通じた地域の民衆組織への働きかけ

が東京でもあったことを示すものかもしれない。 

 軍隊については、［表 2］史料 No.438 では上官の命令により朝鮮人への警

戒態勢が取られ、住民にも警戒するよう指示している。史料 No.246 では憲兵

が朝鮮人殺害を命令している例が出てくる。史料の記述によれば、これが朝

鮮人殺害の引き金になっている。 

 

（2）殺傷事件の記録について 

 では、次に殺傷事件の記録を確認しよう。流言が早期から確認できる千代

田区の外神田警察署の報告を見ると「同日（1 日―引用者註）薄暮、自ラ本

署ニ来リテ保護ヲ求メ、或ハ、署員ニ依リテ検束セル者等ヲ合セテ、支那人

十一名、鮮人四名、内地人五名を収容セリ」とあり、既に 9 月 1 日の夕刻に

は検束の動きが広がっていたことがわかる（［表 1］史料 No.150、前掲『大正

 
（20）9 月 2 日内務省との打ち合わせを受けて、埼玉県庁から以下のような通知がなさ

れた。これが出された事情については、関東大震災六十周年朝鮮人犠牲者調査追悼事

業実行委員会（日朝協会埼玉県 連合会内）『かくされていた歴史―関東大震災と埼玉

の朝鮮人虐殺事件』（増補保存版、1987 年）18 頁以降を参照。なお、下記史料は、同

書 223 頁からの引用による。 

庶発第八号 

 大正十二年九月二日 

埼玉県内務部長 

郡町村長宛 

  不逞鮮人暴動に関する件 

       移牒 

 今回の震災に対し、東京に於て不逞鮮人の盲動有之、又其間過激思想を有する徒ら

に和し、以って彼等の目的を達せんとする趣及聞漸次其の毒手を振はんとするやの惧

有之候に付ては、此の際町村当局者は、在郷軍人分会消防隊青年団等と一致協力して、

其の警戒に任じ、一朝有事の場合には、速かに適当の方策を講ずる様至急相当御手配

相成度、右其筋の来牒により、此段及移牒候也 
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大震火災誌』941～942 頁）。ここに記載されている内地人とは、労働運動家

であろうか。 

 千代田区では、1 日に［表 2］史料 No.442 に示されるような自警団事件（日

本人の傷害事件、ただし、被害を受けたのが飯田橋付近であるとは限らない）

が起こり、［表 1］史料 No.146 に見られるように、中央区の月島で 9 月 1 日

の夜中に軍隊による朝鮮人虐殺も起こっている。1 日には旧四ツ木橋で 1 日

から朝鮮人虐殺が起こっていたことは、前述の『風よ鳳仙花の歌をはこべ』

で明らかにされている通りである。 

 以上のように、9 月 1 日には殺傷事件につながる緊迫した雰囲気がいくつ

かの地域であっという間に醸成されたと考えてよいであろう。 

 一方、特に［表 2］において問題となり得るのはデータの偏差である。 

 ［表 1］の警視庁『大正大震火災誌』には東京市と東京府の 64 警察署の報

告が記載されている。これらは内容の濃淡はともかく基本的に所定のフォー

マットに従って纏められている。そのため東京の各地域における流言と殺傷

事件について、後述する問題はありつつも情報を得ることができる。 

 このような史料は、当然のことながら［表 2］に見ることはできない。た

とえば前述の東京における聞き書きによる調査は、東京都内をまんべんなく

歩いているわけではないだろうから、結果として聞き書きの成果をも収録し

た『関東大震災朝鮮人虐殺の記録』における証言の数に地域的な偏差が生ま

れることが考えられる。単純にデータの数（史料数）が多ければ、そこでは

多くの流言や事件が起こっているとは言いきれないのである。 

 そこで、［表 1］と［表 2］の殺傷事件の記録の件数を比較してみよう（被

害者の人数ではない）。［表 1］も［表 2］も圧倒的に江東区や墨田区が多く、

それぞれ江東区では前者が全体の 11％余り（中国人と日本人の殺傷事件を含

む、以下同じ）、後者が 16％余りとなっている。その共通性から、東京の中

でこの地域では殺傷事件が多かったと言っても大きな誤りはないだろうと思

われる。この原因としての朝鮮人や中国人労働者人口の多さも、当然事件の

件数や規模に関連しているであろう。 

 以下、［表 1］では、品川区で全体の 10％ほど、文京区、足立区、新宿区、

千代田区が 6％余りで続く。［表 2］では台東区での件数が 8％ほどを占め、
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文京区と新宿区が 6％余り、品川区が 5％近く、千代田区と足立区、葛飾区が

3％台と続く。 

 ［表 1］［表 2］とでは件数の割合に若干の違いはあるが、墨田区や江東区

などの件数が際立って多く、その周辺地域、品川など東京南西部、文京区や

新宿区等、西側の一部地域で比較的件数が多いことも、ほぼ共通した特徴と

して挙げられる（21）。 

 これらの地域で殺傷事件が多かったのは、流言が早くから起こっていたこ

との他に、労働者や留学生が多数居住していた地域であったこと、火災等か

らの避難経路にあたっていた場所であったこと、軍隊や警察の動き等が関係

していよう。 

 朝鮮人殺傷事件はまた、朝鮮人に誤認された日本人の殺傷事件をも引き起

こすこととなったが、圧倒的多数は朝鮮人にかかわるものであったことは、

［表 1］に見てとることができる。しかもこの中には、「迫害」や「検束」な

ど殺傷行為があったかどうかを含めて具体的な内容が不明確な殺傷事件が多

く含まれており、被害の実態は［表 1］の記録よりはるかに深刻なものであっ

たと考えられる。そのことは、［表 2］に［表 1］には記録されていない殺傷

事件についての目撃談や回想が数多く収録されていることからも明らかであ

る。 

 ところで、［表 1］に収録した諸史料を仔細に検討してみると、原史料それ

ぞれに固有の特質が見られる。こうした史料を組み合わせていくと、一つの

地域で起こった出来事を具体的に知ることができる。 

 たとえば一つの事例として、寺島警察署周辺についてこの表から判明する

ことを考えてみたい。ただし、この地域については既に『風よ鳳仙花の歌を

はこべ』で言及されているし、より広い視点に立って分析をしているので、

これはあくまでも表の範囲内でわかることを示すに過ぎない。 

 
（21）前掲、拙稿「東京における関東大震災時の流言と朝鮮人虐殺―公文書と民間記

録の対照から」に一覧表を掲載する予定である。なお、個々の件数については、曖昧

な記述もあることから、数え方により件数が変わる部分もあり、また脱稿後の継続的

な検証により若干の件数の変化が生じたために、本稿に収録した表と件数が異なると

ころもある（ただし、大きな変動はない）。それゆえ、この一覧表については殺傷事件

の件数の傾向性を示すものとして理解されたい。 
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 前掲、警視庁の『大正大震火災誌』の寺島警察署の報告には次のように書

かれている。 

 

 九月二日午後五時「不逞鮮人等四ツ木橋附近ニ集合シ、放火其他ノ暴

行ヲ為サントス」トノ報告アリ、直ニ署員ヲ派遣シタルニ避難セル鮮人

百六十人ヲ発見セシカバ之ヲ検束シテ保護ヲ加ヘシモ、民心ノ動揺甚シ

ク、鮮人ニシテ自警団ノ為ニ本署ニ同行セラレルモノ、 同三日既ニ二百

三十六名ニ上レリ（1335 頁） 

 

 ここには、9 月 2 日の夕刻に流言が起こったこととその内容、朝鮮人を検

束したこと、民衆が朝鮮人を捕まえ寺島警察署に連れてきたこと（同行）、そ

して警察署内に留置した朝鮮人の人数が書かれているのみである。ちなみに、

寺島警察署の報告は各警察署の報告の中ではかなり薄い部類に入っており、

殺傷事件について記録した他地域の警察署の報告もある。 

 これに他の史料の情報を付け加えていこう。新聞の裁判関連記事で同じ寺

島という地名が入っているものに限っても、9 月 3 日寺島町荒川放水路で朝

鮮人 1 名が殺害された事件の記録がある（［表 1］史料 No.114）。表中には記

していないが、この記録には加害者の名前も書かれており、原史料を確認す

るとこの加害者は別な事件も起こしていることがわかる。 

 同じく判決記事で、9 月 3 日午前に崔秉煕はじめ 7 名の朝鮮人が寺島村青

年団長ほか 12 名に殺害された事件（［表 1］史料 No.117）もある。東京地裁

の公判に回された。 

 前掲『震災後に於ける刑事事犯及之に関連する事項調査書 秘』にも 9 月

3日午後 10時に寺島町大字寺島で朝鮮人 2名が殺害された事件が記録されて

いる（［表 1］史料 No.115、公判等については不明）。この人物は［表 2］史

料 No.363 の新聞記事にも登場する（22）。 

 同上の史料には、9 月 3 日に寺島町大字寺島字玉の井で朝鮮人 6 名が殺害

された事件も記録されている（［表 1］史料 No.116）。 

 
（22）個々の事件の詳細な分析については今後の課題とする。 
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 一方、［表 2］の民間記録には、史料 No.286～312 の、実に 27 件（新聞記

事 6 件を除いても 21 件）もの記述がある。これらの記録には他地域で虐殺さ

れた遺体が運び込まれていると考えられるものや重複もあるかもしれないが、

上の事件の記録には書かれてない事件の記録が散見される。 

 その中には寺島警察署での事件の記録もあるが、ここでは警察官が直接の

加害者となっている（［表 2］史料 No.301、曺仁承氏の体験による）。当然の

ことながら、警視庁の『大正大震火災誌』にはこうした事項は記載されてい

ない。 

 以上のように、寺島警察署の報告内容からは多くの情報は望めないが、こ

れを最初の手がかりとして、同地域について記載がある他の公文書を見るこ

とができれば、その地域で起こった流言と殺傷事件の一端は知ることができ

る。ただし、書かれていないことについては民間記録により補充するしかな

い。民間記録は日時などの情報が必ずしも明確ではないが、ここでは公文書

の欠陥を補う役割を果たしてくれるのである。 

 

４．おわりに 

 

 以上に述べたことを簡単に纏めておこう。関東大震災から 100 年を迎えよ

うとする現在、震災時の流言や殺傷事件を実見した人びとから話を聞くこと

はほぼ不可能となり、まさに遠い過去の歴史となる中で、真相究明は困難と

なりつつある。 

 そうした課題を念頭に、本稿では公文書と民間記録の双方について一覧表

を作成し、対照ができるような試みを行なってみた。その結果、流言の発生

についてはかなり早期の段階から各地で見られること、そのもとで殺傷事件

も起こっていたことを確認した。 

 ［表 1］、［表 2］に見られるように、殺傷事件は地域的な数の差違はありつ

つも広範に発生していた。公文書の殺傷事件には記録上では「迫害」や「同

行」など抽象的な表現にとどまるもの、そもそも書かれていないものがあり、

実際にはより多くの事件が起こっていたと考えられる。公文書は時間と場所

が明確に記されているものもありその点では有用であるが、誤植や隠蔽など
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があり得るので民間記録による検証が必要となる。 

 以上の結論については、筆者の調査が途上にあるため暫定的なものである

ことをお断りする。今後は新聞記事の分析を進めて、殺傷事件や裁判記録等

の記事の検証をしたい。あわせて流言の情報源や通信についても検討が必要

だと考えている。本稿で触れられなかった中国人や日本人の殺傷事件につい

ても検討すべきことがある。課題はまことに多い。 

 殺傷事件の記録には根本的な問題があることも指摘しておかねばならない。

それは多くの被害者の名前が不明だということである。［表 1］で確認できる

朝鮮人殺傷事件の史料点数中、一部でも被害者の名前が記されているのは 18

件、朝鮮人殺傷事件全体 120 件の 15％に過ぎない（記載されている史料の数

で人数ではない）。しかも名前に漢字の誤りが多いという問題点もある。 

 実は、日本人被害者についても全員の名前を知ることはできない。名前が

記されているのは 33 件、日本人に関する史料点数 64 件の 51％余りである。

ちなみに中国人被害者については 4 件の名前があり全体の史料点数は 9 件で

ある。ただし、中国人被害者については、中国側の調査による史料として被

害者の名簿が存在する（23）。 

 民間記録でもいくつかの例外を除き、被害者の名前を知ることはできない。

多くの殺傷事件で被害者を特定できないという事実は、朝鮮人の命や人権が

いかに軽視されていたかを示している。関東大震災朝鮮人虐殺は、まさに日

本の朝鮮植民地支配の本質を表現するものであった。 

 被害者の名前がわからないということは、個々の殺傷事件を確認する上で

も障害となる。前述のように殺傷事件の中には同一犯による複数の犯行と見

られるものがある。しかし、それらが本当に別な事件なのかを検証するため

には、最終的には被害者の名前を確認するしかない。これらの記録で被害者

の名前がないことが、事件についての正確な認識を妨げてしまうのである。 

 

［付記］本稿は、平成 31 年度専修大学長期国内研究員の研究成果である。 

  

 
（23）詳しくは、前掲「関東大震災時の中国人虐殺資料を読む（1）～（5）」を参照。 
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